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平成 26 年度 第 205 回教育研究審議会議事要録 

 
日 時  平成 26 年 5 月 27 日（火）13：30～16：30 

場 所  北方キャンパス本館 Ｅ701 会議室  
出席者  近藤学長、松尾副学長、梶原副学長、漆原副学長、江本事務局長、伊藤外国語学部長、 

柳井経済学部長、佐藤文学部長、二宮法学部長、眞鍋地域創生学群長、龍国際環境工学部長、 
中尾基盤教育センター長、田村慶社会システム研究科長、王マネジメント研究科長、 
小野学生部長、田村大教務部長、岡本都市政策研究所長、木原国際教育交流センター長、 
田島入試広報センター長、隈本情報総合センター長、日髙地域貢献室副室長、 
廣渡評価室副室長 

配布資料   01  カナダ・セルカークカレッジとの学術交流協定について 

2-1 情報セキュリティポリシー及び実施要領の改正について 

2-2 情報セキュリティポリシー及び実施要領の改正内容 

2-3 情報セキュリティポリシー 新旧対照表 

2-4 情報セキュリティポリシー 

2-5 情報セキュリティポリシー実施要領（総則） 新旧対照表 

2-6 情報セキュリティポリシー実施要領（総則） 

2-7 情報セキュリティに係る組織 

2-8 情報セキュリティに関する保護レベル 

2-9 情報資産保護レベルガイドライン 

3  地域グローバル人材創出拠点構想（スーパーグローバル大学創成支援事業） 

4-1 平成25年度早期支援システム実施結果 

4-2 平成25年度前期早期支援システム（退学勧告制度）実施結果（ひびきのキャンパス） 

5  学生アンケートの実施について 

6  平成26年度に実施する入学試験スケジュール 

7-1 入試広報戦略に基づく事業効果の検証について 

7-2 中間評価【各論】 

7-3 入試広報戦略（参考資料） 

7-4 平成26年度入試広報計画 

8  科学研究費助成事業（補助金・基金）の獲得状況 

9  平成26年度北方キャンパス施設整備について 

10-1 教育再生実行会議における大学教育に関する提言 

10-2 大学のガバナンス改革の推進について（概要）（案） 

 

 

第１号 カナダ・セルカークカレッジとの学術交流協定の締結について 

 ＊ 資料1のとおり、カナダ・セルカークカレッジとの学術交流協定の締結について提案。 
 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第２号 情報セキュリティポリシーの改正について 

 ＊ 資料2-1～2-9のとおり、情報セキュリティポリシーの改正について提案。 
 
○ 危機管理委員会の専門部会である情報セキュリティ部会の設置及びデータセンターの活用等を目

的に、情報セキュリティポリシー及び実施要領の一部改正を行うものである。 

 ● 情報セキュリティポリシー及び実施要領に基づく、教員編・学生編等の実施要領の改正や周知はい

つ頃を予定しているか。 

 ○ 今後、1ヶ月程度を予定しているが、なるべく早く行いたい。 

● 外部のデータセンターとの間の通信は、専用回線を使用するのか。 

 ○ 専用回線を利用できるかどうかは予算次第。通信データを暗号化する方法が現実的と考える。 
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 ● 情報セキュリティポリシーの対象範囲と適用対象者の主語が「対象となる情報の範囲は」となって

いるが、情報機器等も含まれるため「対象となる範囲は」としてはどうか。 

 ○ そのように修正したい。 

 ● 情報セキュリティポリシー実施要領（総則）に、「当該情報資産は原則として学外に持ち出しては

ならない。ただし、部門管理者又は・・・」とあるが、後に「ただし」が続くため、「原則として」

は不要ではないか。 

 ○ 「原則として」は削除したい。 

 ● 情報資産保護レベルガイドラインに記載されている「コード」と「レベル」の違いはなにか。 

 ○ レベルの列は消去し、「コード」を「レベル」に変更したい。 

 

【議長】指摘のあった3点を修正のうえ、提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

報告 
① 平成 26 年度スーパーグローバル大学創成支援事業への申請について、構想調書に記載するプログ 

ラム、目標設定等について、資料 3のとおり報告があった。 

② 平成 25 年度早期支援システムの実施結果について、資料 4-1～4-2 のとおり報告があった。 

③ 学生アンケートの実施について、資料 5のとおり報告があった。 

④ 平成 26 年度に実施する入学試験実施日程及び平成 27・28 年度入試の主な変更点について、資料 6 

のとおり報告があった。 

⑤ 入試広報戦略に基づく事業効果の検証及び平成 26 年度入試広報計画について、資料 7-1～7-4 のと 

おり報告があった。 

⑥ 科学研究費補助金獲得状況について、資料 8のとおり報告があった。 

⑦ 平成 26 年度北方キャンパスの施設整備について、資料 9のとおり報告があった。 

⑧ 学校教育法の改正に伴う本学の対応について、資料 10 のとおり報告があった。平成 26 年 2 月の中 

央教育審議会大学分科会の審議まとめ（概要）について、次のような説明があった。 

ガバナンス改革について、国においては、補助の要件化、次期認証評価機関の活用にも言及して

いる。本学においても、法人化後 10 年目を迎えるという一つの節目であり、改めて、ガバナンス

体制の見直しを進めていきたい。 

⑨ 現在保留中の人事案件の今後の対応について、学部長等会議を 6月 3日（火）に開催し、説明する

旨、学長より報告があった。 

⑩ 次回の審議会を 6月 10 日（火）に開催する予定である旨、報告があった。 


